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長谷川孝夫・新市長が初登庁
新市政のスタート
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　鴨川市長選挙で無投票初当選を果たした長谷川孝夫・新市長が３月13日（水）、
多くの市職員や市民などが出迎えるなか、市役所に初登庁しました。長谷川市
長は盛大な拍手に迎えられ、庁舎玄関先で女性職員から笑顔で花束を受け取
りました。その後、行われた就任式では、「人の営みは信頼から成り立つので、
何よりも市民との信頼関係を大切に。市民のニーズをしっかりととらえ、思い
切って仕事に取り組んで欲しい。」と職員に向けて語り掛けました。なお、市
長の就任あいさつは５ページをご覧ください。

市キャラクター  
ななちゃん、たいようくん、まっつー
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平
成
25
年
度
の
市
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
骨
格
予

算
と
し
て
１
３
８
億
６
８
０
０
万
円
を
計
上
し
、
特
別
・
企
業
会
計
と
あ
わ
せ
た
当

初
予
算
総
額
は
、
２
５
１
億
２
７
７
４
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
一
般
会
計
で

は
、
先
の
市
長
選
挙
に
伴
い
、
普
通
建
設
事
業
費
や
新
規
事
業
費
な
ど
の
政
策
的
経

費
に
つ
い
て
、
新
市
長
の
判
断
に
委
ね
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
こ
れ
ら
経
費
の
予
算

計
上
は
見
送
り
、
市
民
福
祉
に
密
接
し
た
経
費
や
行
政
事
務
を
行
う
上
で
必
要
不
可

欠
と
な
る
経
常
的
経
費
を
中
心
に
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。
見
送
ら
れ
た
普
通
建
設

事
業
費
な
ど
の
政
策
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
市
民
生
活
や
各
種
事
業
の
進
ち
ょ
く
な

ど
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
速
や
か
に
補
正
予
算
の
編
成
を
行
い
ま
す
。

当初予算総額２５１億 ２，７７４万５千円
市長選挙に伴い　一般会計は骨格予算に

企　　業　　会　　計

■水道事業会計
　19億3,080万9千円

収　　入 支　　出
収益的 13億1,318万9千円 13億785 万 4千円
資本的 600万 1千円 ６億2,295万5千円

■病院事業会計
　8億1,026 万2千円

収　　入 支　　出
収益的 ７億5,931万7千円 ７億5,931万7千円
資本的 2,682 万 5千円 5,094 万 5千円

歳入
自主財源
 52億7,287万
   7千円
 　（38.0％）

自主財源
 52億7,287万
   7千円
 　（38.0％）

 　　市税
 　38億7,295万
   　　 1千円
 　　　  （27.9％）

 　　市税
 　38億7,295万
   　　 1千円
 　　　  （27.9％）

地方消費税交付金 3億6,000万円 （2.6％）地方消費税交付金 3億6,000万円 （2.6％）
地方譲与税 1億6,500万円 （1.2％）地方譲与税 1億6,500万円 （1.2％）
その他の依存財源 9,748万円 （0.7％）その他の依存財源 9,748万円 （0.7％）

繰入金
3億4,062万9千円 （2.5％）
繰入金
3億4,062万9千円 （2.5％）

分担金及び負担金など 1億7,196万4千円（1.2％）分担金及び負担金など 1億7,196万4千円（1.2％）
繰越金 2億5,000万円（1.8％）繰越金 2億5,000万円（1.8％）

使用料及び手数料 3億1,136万5千円（2.2％）使用料及び手数料 3億1,136万5千円（2.2％）
諸収入 3億2,596万8千円（2.4％）諸収入 3億2,596万8千円（2.4％）

  地方交付税
44億円（31.7％）
  地方交付税
44億円（31.7％）

  　国庫支出金
　　 13億5,603万
 　　　7千円
　　　（9.8％）

  　国庫支出金
　　 13億5,603万
 　　　7千円
　　　（9.8％）

 県支出金   
7億4,855万
　8千円

      （5.4％）

 県支出金   
7億4,855万
　8千円

      （5.4％）

市債
14億
6,804万
8千円

（10.6％）

市債
14億
6,804万
8千円

（10.6％）

  依存財源
 85億9,512万
  3千円
 　　（62.0％）

  依存財源
 85億9,512万
  3千円
 　　（62.0％）

〔収益的〕給水戸数1万7,930戸を見込み、年
間約541万5千トンの水道水をお届けします。
〔資本的〕出資金などの収入で、老朽管の更
新や企業債の返済などを行います。

〔収益的〕病床数 70床、年間入院患者数 1万 6,700
人、外来患者数を４万 6,000 人と見込んでいます。
〔資本的〕企業債の借入れや医療機器などの購入、
企業債の返済です。
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一
般
会
計

　

１
３
８
億
６
，８
０
０
万
円

特
別
・
企
業
会
計

　

１
１
２
億
５
，９
７
４
万
５
千
円

当初予算総額２５１億 ２，７７４万５千円
市長選挙に伴い　一般会計は骨格予算に

■国民健康保険特別会計
 45億1,571万7千円
　農漁業や自営業の皆さんが、
万一、病気やケガなどをしたとき
の医療保険です。加入世帯を6,785
世帯、加入者を11,674人見込んで
います。主な支出は、お医者さん
にかかったときの保険給付費に31
億724万2千円を計上しました。

特　　別　　会　　計

■介護保険特別会計
 36億2,657万2千円
　介護を必要とする人を社会全体
で支援する制度です。自立支援や
介護サービスの充実を図るため、
保険給付費に 34億 1,068 万 9千
円、介護予防事業などの地域支援
事業費に 6,089 万 2 千円を計上
しました。

■後期高齢者医療特別会計
  ３億7,638万5千円
　後期高齢者医療制度加入の方を
対象に、心身の特性や生活実態に
合わせて、高齢者福祉の充実を図
るための制度です。後期高齢者医
療広域連合納付金に３億 6,371 万
9千円を計上しました。

歳出

  人件費
 36億3,975万
  8千円（26.2％）

　　民生費
　　45億2,941万
　　　　4千円
　　　　  （32.7％）

　　　　　総務費
　　24億759万 4千円
　　　　  （17.3％）

　　　公債費　
　　19億8,040万4千円
　　　　  （14.3％）

　　教育費　
　　 17億1,862万
　　　　3千円
　　　 （12.4％）

　 衛生費　
11億7,372万
 2千円
 （8.5％）

   消防費　
8億2,791万
 　5千円
    （6.0％）

農林水産業費
4億2,611万2千円（3.1％）

土木費
2億9,813万9千円（2.1％）

商工費 2億5,561万8千円（1.8％） 議会費 2億2,362万8千円（1.6％）

経常的経費 110億1,165万円（79.4％）

その他 2,683万1千円（0.2％）

　扶助費
21億4,285万
4千円
 （15.5％）　物件費

20億1,084万
4千円
 　（14.5％）

　公債費
19億8,037万
　　8千円
 　 （14.3％）

補助費等 11億2,954万 7千円（8.1％）
維持補修費1億826万9千円（0.8％）

投資的経費
13億8,391 万
3千円（10.0％）

その他
14億7,243万
  7千円

      （10.6％）

平成２５年度
予算特集
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平
成
25 

年
度
の
主
な
事
業

　

平
成
25
年
度
に
取
り
組
む

「
主
な
事
業
」
を
紹
介
し
ま
す
。

今
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算

は
、
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
普

通
建
設
事
業
費
な
ど
の
政
策
的

経
費
に
つ
い
て
は
、
主
に
継
続

事
業
や
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
緊
急
性
が
あ
る
事

業
な
ど
を
中
心
に
計
上
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ほ
か
の
政
策
的
経

費
は
、
今
後
、
編
成
さ
れ
る
補

正
予
算
で
計
上
さ
れ
ま
す
。

都
市
基
盤
の
整
備

■  

地
域
住
宅
の
支
援
　

　
定
住
促
進
や
地
域
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
住
宅
を
新
築
ま

た
は
取
得
し
た
転
入
者
や
、
住

宅
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う
市
民
を

対
象
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■  

公
共
交
通
対
策

　
公
共
交
通
機
関
の
空
白
地
域

の
解
消
や
高
齢
者
な
ど
の
移
動

手
段
の
確
保
を
図
る
た
め
、
効

率
化
に
取
り
組
み
な
が
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
を
継

続
し
、
そ
の
業
務
を
委
託
し
ま

す
。健

康
福
祉
の
推
進

■  
予
防
接
種

　
感
染
の
恐
れ
が
あ
る
疾
病
の

発
生
や
蔓
延
を
防
止
し
、
公
衆

衛
生
の
向
上
や
健
康
増
進
を
図

る
た
め
、
予
防
接
種
を
実
施
し

ま
す
。

■  

子
ど
も
医
療
の
対
策

　
子
ど
も
の
医
療
に
か
か
る
費

用
を
助
成
し
、
保
健
対
策
の
充

実
と
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

■  

保
育
園
の
改
修

　
天
津
幼
稚
園
を
保
育
園
に
用

途
変
更
す
る
た
め
、
増
・
改
築

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

■  

看
護
師
な
ど
の
確
保
対
策

　
看
護
師
お
よ
び
准
看
護
師
の

確
保
を
図
る
た
め
、
看
護
師
等

を
養
成
す
る
学
校
な
ど
に
在
学

す
る
方
で
、
将
来
、
安
房
郡
市

内
で
看
護
師
な
ど
と
し
て
従
事

し
よ
う
と
す
る
方
に
対
し
て
、

修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ま
す
。

■  

各
種
検
診

　
が
ん
や
骨
粗
し
ょ
う
症
な
ど

の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
図

る
た
め
、
各
種
検
診
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
保
健
師
に
よ
る

指
導
も
行
い
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
備

■  

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
と

地
球
温
暖
化
防
止
を
促
進
す
る

た
め
、
住
宅
用
の
「
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
」
の
設
置
に
つ
い

て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■  

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補
助

　
生
活
雑
排
水
に
よ
る
河
川
な

ど
の
水
質
悪
化
を
防
止
す
る
た

め
、
家
庭
用
の
「
小
型
合
併
処

理
浄
化
槽
」
の
設
置
に
つ
い
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■   

災
害
対
策

　
災
害
時
の
避
難
場
所
な
ど
で

の
救
護
活
動
や
避
難
生
活
に
対

応
す
る
た
め
、
発
電
機
や
投
光

機
の
ほ
か
、
食
料
や
水
、
毛
布

な
ど
の
備
蓄
品
や
消
耗
品
を
購

入
し
ま
す
。

■  

防
災
行
政
無
線
施
設
の
維
持
管
理

　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
図
る
た
め
、
旧
市
町
の
防
災

行
政
無
線
を
統
合
す
る
と
と
も

に
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
す
る

た
め
の
更
新
工
事
を
行
い
ま
す
。

■  

消
防
水
利
台
帳
の
整
備

　
防
火
水
槽
や
消
火
栓
の
台
帳

を
電
子
化
す
る
こ
と
で
、
業
務

の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、

災
害
時
に
お
け
る
住
民
の
安
全

を
確
保
し
ま
す
。

教
育
文
化
の
向
上

■   

屋
内
運
動
場
の
改
築

　
生
徒
の
安
全
確
保
と
教
育
環

境
の
向
上
を
図
る
た
め
、
長
狭

学
園
の
屋
内
運
動
場
の
改
築
工

事
を
実
施
し
ま
す
。

■   

幼
稚
園
施
設
の
改
修

　
天
津
小
学
校
１
階
に
幼
稚
園

を
移
転
す
る
た
め
、
天
津
小
学
校

校
舎
の
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
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平成２５年度
予算特集

■
　

公
民
館
の
維
持
管
理

　
公
民
館
施
設
の
安
全
性
を
確

保
す
る
た
め
、
天
津
小
湊
公
民

館
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

産
業
の
振
興

■  

中
山
間
地
域
等

　
　
直
接
支
払
交
付
金

　
中
山
間
地
域
の
農
業
振
興
を

図
る
た
め
、
中
山
間
地
域
等
直

接
支
払
交
付
金
を
交
付
し
ま

す
。

■   
有
害
鳥
獣
の
対
策

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ

の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
捕

獲
事
業
や
防
護
柵
設
置
事
業
な

ど
に
対
し
、補
助
を
行
い
ま
す
。

■ 

田
舎
暮
ら
し
の
支
援
推
進

　
田
舎
暮
ら
し
希
望
者
に
対
す

る
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
定
住

人
口
の
増
加
と
地
域
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

■  

中
小
企
業
の
振
興

　
中
小
企
業
者
に
対
す
る
資
金

融
資
の
円
滑
化
や
融
資
コ
ス
ト

の
軽
減
化
を
図
る
た
め
、
市
の

制
度
融
資
利
用
者
に
対
し
、
千

葉
県
信
用
保
証
協
会
の
保
証
料

や
借
入
金
利
子
の
一
部
を
補
給

し
ま
す
。

■   

観
光
の
振
興

　
有
料
道
路
利
用
観
光
振
興
事

業
を
活
用
し
た
、
宿
泊
施
設
利

用
者
へ
の
有
料
道
路
通
行
券
の

配
布
の
ほ
か
、
各
種
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
な
ど
に
よ

り
、
一
層
の
観
光
誘
客
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
観
光
の
振
興
を
促
進
さ
せ

る
た
め
、
観
光
イ
ベ
ン
ト｢

シ
ー
フ
ェ
ス
タ｣

や｢

鴨
川
み

な
と
ま
つ
り｣

な
ど
の
実
施
に

対
し
て
支
援
し
ま
す
。　
　

市
民
参
加
の
促
進

■  

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業　

　
市
民
提
案
型
補
助
制
度
と
し

て
、
自
主
的
か
つ
主
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
市
民
活

動
団
体
な
ど
に
補
助
金
を
交
付

し
、
個
性
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
支
援
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お

き
ま
し
て
、
多
く
の
市
民
皆
様

の
ご
支
持
と
負
託
を
賜
り
、
市

長
と
し
て
市
政
の
執
行
に
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
、
課
せ
ら
れ
た
使

就
任
の
あ
い
さ
つ

市
　
長
　 

長 

谷 

川  
孝 
夫

命
の
大
き
さ
と
重
責
を
厳
粛
に

受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
本
市
は
い
う
ま
で
も

な
く
「
美
し
い
自
然
」、「
豊
富

な
観
光
・
農
林
水
産
の
地
域
資

源
」、「
充
実
し
た
医
療
・
福
祉

施
設
」、
さ
ら
に
は
「
伝
統
と

文
化
・
歴
史
」
を
有
す
る
ま
ち

で
す
。

　
私
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
基
本
方
針
は
、
先
人
の
努
力

に
よ
り
創
り
上
げ
ら
れ
た
素
晴

ら
し
い
こ
の
鴨
川
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
、「
誰
も
が
明
日
へ
の

希
望
を
も
っ
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
豊
か
な
、
安
全
で
安
心

な
ま
ち
」、
そ
し
て
、「
鴨
川
の

ま
ち
に
住
み
、
学
び
、
働
い
て

良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま

ち
」
と
し
て
、
さ
ら
に
発
展
さ

せ
、
市
民
皆
様
が
誇
れ
る
ま
ち

に
す
る
こ
と
で
す
。

　
私
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
市

民
皆
様
と
お
会
い
し
、
多
く
の

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
こ
う
し

た
声
は
、
私
の
大
き
な
財
産
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
さ
に
今

の
鴨
川
市
の
ま
ち
づ
く
り
で
は

「
少
子
・
高
齢
社
会
の
到
来
に

向
け
た
ま
ち
づ
く
り
」、「
地
場

産
業
を
強
化
・
活
性
化
す
る
ま

ち
づ
く
り
」、「
東
日
本
大
震
災

後
の
新
た
な
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
」
が
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
孔
子
の
教
え
の
中
で
「
民
信

無
く
ば
立
た
ず
」
と
あ
り
、
国

民
か
ら
の
信
頼
が
な
け
れ
ば
、

国
家
は
成
り
立
た
な
い
と
説
い

て
い
ま
す
。
人
の
営
み
は
「
信

頼
」
か
ら
成
り
立
ち
、
す
な
わ

ち
、
ふ
る
さ
と
鴨
川
の
ま
ち
づ

く
り
に
は
、
市
民
皆
様
の
信
頼

が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。

　

こ
う
し
た
課
題
に
対
し
て
、

市
民
皆
様
か
ら
の
信
頼
を
得
る

こ
と
に
努
め
な
が
ら
、「
人
づ

く
り
は
ま
ち
づ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
は
継
続
」を
理
念
に
10
年
、

20
年
先
を
見
据
え
て
全
力
投
球

で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
市

民
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
一

層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

～プロフィール～
氏　　名　長谷川 孝夫
居 住 地   鴨川市粟斗
生年月日　昭和 23 年 12 月９日
血 液 型   Ａ型
略　　歴　鋸南町立佐久間小学校校長、
　　　　　 県教育庁義務教育課長・参
　　　　　事兼教育総務課長、鴨川市
　　　　　教育委員会教育長
趣　　味　農作業、スポーツ観戦
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■対象住宅　次の要件に全て該当する新築住宅
・居住用として市内に建設された一戸建て住宅（併用住宅含む）で、完成後１年以
内のもの（建設後使用されたことのないもの）
・建築基準法第６条第１項各号に該当する建築物の場合は、検査済証の交付を受け
たもの
・住宅用として使用する部分の床面積が70㎡以上
■対 象 者　本市に転入（住宅を取得する前に転入している場合は、住宅取得前3年
以内に転入していること）された次の要件に
全て該当する方
・申請時に新築住宅に定住している方
・申請時に申請者および同居者に市税など滞
納がない方
・住宅または設備に関するほかの補助金を受
けていない方
■奨励金額　別表のとおり
■申請方法　申請は４月１日からで、住宅取
得後６か月以内に申請が必要です
※いずれのコースも申し込み状況により、
　年度途中で申請の受付を締め切る場合があります

※建設工事の一部を市内建設業者が
下請した場合は、20万円を基準額
として下請工事費の10％に相当
する額（上限30万円）を加算します

住宅取得奨励金額 （別表）
対象新築住宅 奨励金の額
市内建設業者
による建設 100万円

市外建設業者
による建設

20～ 50万円
（※）

「
マ
イ
ホ
ー
ム
こ
こ
ろ
配
り
事
業
」

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
や
住
宅
取
得
費
用
の
一
部
を
助
成

　市では、地域経済の活性化や定住促進、住宅環境の向上を図るため、「マ
イホームこころ配り事業」を実施しています。この制度は、市内の施工業者
を利用して住宅のリフォーム工事を行う市民の皆さんや、新築住宅を取得し
た転入者の方を対象に、その経費の一部を助成するものです。制度開始から
２年間で約３４０世帯の利用がありました。なお、この制度は、平成26年３
月31日までとなり、今年度で終了となります。利用を希望する方はお早めに
申請ください。

■対象住宅

■対象工事
■対 象 者
■補助金額
■申請方法

住宅用として、市内に建設されている一戸建て住宅（併用住宅含む）で
建築後１年以上を経過したもの
市内の事業者が施工する20万円以上のリフォーム工事
申請時に当該住宅に居住し、市税などに滞納がない方
補助対象工事費の10％（上限30万円）
申請は４月１日からで、工事着工前に申し込みが必要です

直し鯛コース

住み鯛コース

住宅リフォーム補助金交付制度

住宅取得奨励金交付制度

お早めに申請を

今 年 度 で
終了します

　市民の方を対象に、昭和56年5月31日以前に建築された木造一戸建て専用住宅ま
たは併用住宅（居住部分の床面積が延床面積の1/2以上のもの）について、耐震診
断費用の一部を８万円限度に補助金の交付をしています。

　千葉県建築士事務所協会安房支部では、建築に関する無料相談会を開催していま
す。マイホームの購入前に知っておきたい基礎知識や木造住宅の簡易耐震診断、リ
フォームの相談など、相談を希望する方はご利用ください。費用は無料です。
※今年度は、５月15日、７月３日、９月４日、11月１日、来年１月８日、３月５日
に開催。詳しくは、広報誌などでお知らせします

◎いずれも詳しくは、都市建設課〔☎（7093）7835〕へ

木造住宅耐震診断費補助事業

建築士の無料相談
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　市内の石造物の中から、時代や種類、形態、歴史性などのさまざまな価値基準によ
り、市内12地区ごとに、それぞれ８点程度を厳選し「鴨川の石造物100選」として選
定しました。実物の石造物と写真パネルにより「鴨川の石造物100選」を紹介してい
ますので、どうぞ、気軽にご来場ください。
■期　　間
■場　　所
■展示内容

４月21日（日）まで〔休館日は４月８日・15日〕
郷土資料館〔☎（7093）3800〕（市民は入場無料）
｢鴨川の石造物100選」の写真パネル約90枚と実物の石造物10点

４/21（日）まで郷土資料館で
「鴨川の石造物１００選」展

　千葉市にある「ちば消防共同指令センター」が、きょう４月１日（月）
から正式運用されます。これは、千葉県北東部・南部の20消防本部の
１１９番通報の受信や、消防車や救急車の無線管制などの通信指令業務を
同センターで共同運営するものです。これにより、業務が効率化されるほ
か、各消防本部との連携・情報の共有化が可能となり、隣接地域や大規模
な災害のときの相互応援体制が強化されます。詳しくは、11月１日号の
広報誌をご覧ください。

　聴覚および言語に障害のある方は、携帯電話やインター
ネット端末を使用した「メール１１９」（事前に登録が必
要）や「ＦＡＸ１１９」で、１１９番通報ができます。次
のとおり、登録説明会を開催しますのでご参加ください。
■「メール１１９」登録説明会
▶日　時　４月７日（日）午後１時30分～３時30分　
▶場　所　安房郡市消防本部２階（館山市）

　音声合成による消防車出動情報案内を聞くことができます〔☎０４７０（２３）２５８０〕

　パソコンや携帯電話などから、消防車出動情報案内用のウェブサイトにアクセスすることにより、消防
車出動情報案内を見ることができます。
■パソコン用アドレス→http://business4.plala.or.jp/chiba119/web/awa/annai.html
■携帯電話用アドレス→http://business4.plala.or.jp/chiba119/mobile/awa/annai_mobile.html

　登録をしたパソコンまたは携帯電話などに対し、Ｅメールにより消防車出動情報案内
を送信します。
■Ｅメール登録用アドレス→https://fire.mail-dpt.jp/awa/index.php

※問い合わせは、安房郡市消防本部警防課〔☎０４７０（２２）２２３３〕へ

　119番の通報方法については変更
ありません。ただし、20消防本部
の管轄からの119番通報を受け付け
ますので、通報の際は瞬時に情報
を整理するためにも、まず冒頭に
○○市からの通報であることを伝
えてから、目標物や住所をお話し
ください。

４/１から正式運用

電話による消防車出動情報案内

ウェブサイトによる消防車出動情報案内

Ｅメールによる消防車出動情報案内

119 番通報はあわてず
「市町村名」を伝えて

千葉市・ちば消防共同指令センター

聴覚・言語障害者用の
119 番通報システム

登録説明会
を　開　催
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引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

江
見
内
遠
野
団
地（
１
戸
）

ま
ち
づ
く
り
支
援
補
助
金

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

五
月
の
節
句
人
形

名
称
は
「
農
水
商
工
課
」
に

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書

国
民
年
金
の
保
険
料
が

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

み
ん
な
で
育
て
鯛
！

募
集
し
て
い
ま
す

行
政
組
織
が
一
部
変
更

４
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す

　
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
国
民

年
金
保
険
料
が
60
円
（
月
額
）

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
４
月
か
ら
来
年
３
月
ま

で
の
保
険
料
は
月
額
１
万
５
０

４
０
円
、
年
額
18
万
４
８
０
円

と
な
り
ま
す
。

  

前
納
制
度
が
お
得
で
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書

を
４
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
の

で
、
期
限
ま
で
に
納
め
て
く
だ

さ
い
。

　
な
お
「
前
納
制
度
」
は
、
１

年
度
分
の
保
険
料
を
現
金
で
一

括
納
付
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。
こ
の
場
合
、
年
間
18
万
４

８
０
円
の
保
険
料
が
３
２
０
０

円
割
り
引
か
れ
、
17
万
７
２
８

０
円
と
な
り
ま
す
。
前
納
を
希

望
す
る
方
は
、
同
封
の
納
付
書

■
間
取
り　
２
Ｄ
Ｋ
〔
和
室（
６

畳
・
３
畳
）
、
台
所
、
食
事

室
、
浴
室（
浴
槽
・
釡
な
し
）、

便
所
〕【
42
・
74
平
方
㍍
】

■
家
賃　
市
条
例
に
よ
り
収
入

に
応
じ
た
額

■
入
居
者
資
格　
原
則
と
し
て

同
居
家
族
が
あ
る
か
、
ま
た
は

そ
の
予
定
の
あ
る
方
で
、
市
条

例
に
よ
る
資
格
を
満
た
す
方

■
申
し
込
み　
４
月
15
日（
月
）

ま
で
に
都
市
建
設
課
〔
☎
（
７

０
９
３
）
７
８
３
５
〕
へ

　
市
で
は
、
市
民
と
行
政
と
の

協
働
に
よ
る
個
性
豊
か
で
魅
力

あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
市
民
活
動
団
体
な
ど
が

主
体
と
な
っ
て
企
画
・
実
施
す

る
提
案
事
業
に
「
み
ん
な
で
育

て
鯛
（
た
い
）
！
ま
ち
づ
く
り

支
援
補
助
金
」を
交
付
し
ま
す
。

　
こ
の
交
付
に
当
た
っ
て
は
、

　
市
郷
土
資
料
館
で
は
、
毎
年

４
月
中
旬
か
ら
５
月
に「
端
午
の

節
句
展
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
か
ぶ
と
飾
り
や
大

よ
ろ
い
飾
り
、
鯉
の
ぼ
り
な
ど

を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
、

４
月
16
日
（
火
）
ま
で
に
郷
土

　
き
ょ
う
４
月
１
日
か
ら
、
市

役
所
の
行
政
組
織
の
う
ち
、
産

業
振
興
課
の
名
称
が
「
農
水
商

工
課
」
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
担
当
す
る
業
務
内
容
や
電
話

番
号
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
更
あ

り
ま
せ
ん
。

■
課
名　
農
水
商
工
課

■
電
話
番
号　
〔
☎
（
７
０
９

３
）
７
８
３
４
〕

　
市
で
は
、
固
定
資
産
税
の
納

税
通
知
書
を
４
月
上
旬
に
郵
送

し
ま
す
。
対
象
は
、
今
年
１
月

１
日
現
在
、
市
内
に
土
地
や
家

屋
、
償
却
資
産
を
お
持
ち
の
個

人
・
法
人
で
す
。

　
課
税
明
細
書
で
内
容
を
確
認

後
、
一
緒
に
つ
づ
ら
れ
て
い
る

納
付
書
で
期
限
ま
で
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
を
ご
利

用
の
方
は
、
各
納
期
の
最
終
日

に
ご
指
定
の
預
金
口
座
か
ら
引

き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
、
残
高

の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
固
定
資

産
税
係
〔
☎
（
７
０
９
３
）
７

８
３
２
〕
へ

で
４
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
民
生
活
課
国

保
年
金
係
〔
☎
（
７
０
９
３
）

７
８
３
９
〕
へ

人  の  う  ご  き
３月１日現在
人口　34,840（－ 32）
　男　16,466（－ 17）
　女　18,374（－ 15）
世帯　14,509（－ ６）
出生  16　転入 63
死亡  40　転出 71

前月との
比 較

資
料
館
〔
☎
（
７
０
９
３
）
３

８
０
０
〕
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
（
月
曜
日
は
休
館
）
。

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形

式
に
よ
り
、提
案
の
発
表
を
審
査

し
採
択
団
体
を
決
定
し
ま
す
。

　
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
市
民
ど
な
た
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。
日
ご
ろ
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
ま
ち
づ
く
り
に
興

味
や
関
心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
４
月
13
日
（
土
）
午

後
１
時
か
ら

■
場
所　

市
役
所
４
階
大
会

議
室

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
交
流
課

〔
☎（
７
０
９
３
）７
８
２
２
〕

計量器（はかり）の定期検査
　計量法に基づく「計量器（はかり）の定期検査」
を実施します。対象は、商店や工場、病院、学校
などで、取り引きや証明に使用している、すべて
の計量器です。お近くの会場で、必ず期間中に検
査を受けてください。手数料は１台500円～ 3,600
円です。詳しくは、農水商工課〔☎（7093）7834〕へ。

※いずれも12：00 ～13：00は検査業務を行いません

期　日 会　場 時　間
４月 17 日 ( 水 ) 太海公民館 10：30 ～ 15：00４月 18 日 ( 木 ) 吉尾公民館

４月 19 日 ( 金 ) 小湊漁村センター 10：30 ～ 12：00
天津小湊支所 13：30 ～ 15：00

４月 22 日 ( 月 ) 天津小湊支所

10：30 ～ 15：00
４月 23 日 ( 火 ) 市民会館
４月 24 日 ( 水 ) 市民会館

４月 25 日 ( 木 ) 鴨川市役所地階職員玄関
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春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

宝
く
じ
助
成
事
業
を
実
施

４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
に

 
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」

が
、
４
月
６
日
（
土
）
か
ら
15

日
（
月
）
ま
で
の
10
日
間
で
行

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
４
月
10
日

（
水
）を
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を

目
指
す
日
」と
し
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
気
を
つ
け
て
！
あ
お
に
な
っ

て
も　
右
左
」
で
す
。
入
学
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、

子
ど
も
の
交
通
事
故
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
入
園
・
入
学
し
て
間
も
な
い

　
宝
く
じ
の
収
益
金
を
活
用
し

た
平
成
24
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業（
宝
く
じ
助
成
）で
、

打
墨
区
が
御
輿
の
改
修
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
（
財
）
自
治

子
ど
も
た
ち
に
交
通
ル
ー
ル
の

理
解
と
マ
ナ
ー
を
習
慣
づ
け
る

と
と
も
に
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
が
安
全
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
な
お
、
交
通
安
全
運
動
の
実

施
に
伴
い
、
４
月
５
日
（
金
）

午
前
９
時
か
ら
、
「
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
出
動
式
」
が
鴨

川
警
察
署
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま

放射性物質・放射線量の検査結果〔No.32〕

※一般廃棄物最終処分場に埋立可能な基準＝ 8,000 ベクレル／kg

問環境課〔☎（7093）7838〕焼　却　灰

測定場所・試料名 採取日
測定結果 ベクレル／kg
セシウム
134

セシウム
137

清　　掃
センター

主灰 ２/15 5 10
飛灰 17 31

衛　　生
センター 主灰 ２/14 19 51

問学校給食センター〔☎（7092）1538〕学校給食関係

測定品目
（生産地） 測定日 測定結果 ベクレル／kg

セシウム134セシウム137
ピーマン（茨城県） ３/５ 不検出 5.46
デコポン（広島県） ３/５ 不検出 不検出
もずく（沖縄県） ３/12 不検出 不検出
生卵（撹

かく
拌
はん
状・千葉県） ３/12 不検出 不検出

キャベツ（愛知県） ３/12 不検出 不検出
※国の安全性を示す基準値　野菜・肉・魚介類など＝放射
性セシウム 100ベクレル /㎏以下

測定場所 採取日 測定結果 ベクレル／kg
セシウム134セシウム137

東町・横渚・保
台・奥谷浄水場 ３/13 不検出 不検出

大多喜浄水場 ３/12 不検出 不検出

問水道局〔☎（7093）1000〕水   道   水

※大多喜浄水場のみ南房総広域水道企業団。水道原水お
よび水道水をそれぞれ、１か月に 1回測定

※測定結果の検出限界値は、いずれも１ベクレル/kg 未満

す
。
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
た
い
よ
う
君
」
が
一
日

警
察
署
長
と
な
り
、
出
動
式

の
あ
と
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
行
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、鴨
川
警
察
署〔
☎

（
７
０
９
２
）
０
１
１
０
〕
へ

総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
地
域
振
興

の
発
展
や
宝
く
じ
の
普
及
を
図

る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
て

い
る
も
の
で
す
。

※
詳
し
く
は
、市
民
交
流
課〔
☎

（
７
０
９
３
）
７
８
２
２
〕
へ

 問環境課〔☎（7093）7838〕大気（空間放射線量）

測定場所 測定日 測定結果
マイクロシーベルト／時

市内 28 か所
公民館 11、運動
施設５、健康福祉
施設５、その他県
市関係施設など７

2/14・
15・21・
22

0.04 ～ 0.12 

※測定結果は、いずれも放射線限度量（１ミリシーベル
ト／年）を下回りました。各か所の測定結果詳細は、
市ホームページで公開しています

赤十字奉仕団の団員募集
　赤十字のボランティア活動に参加でき
る団員を募集中。対象は 18 歳以上。申し
込みや活動内容など詳しくは、鴨川市赤
十字奉仕団委員長の清水さん〔☎（7092）
5079〕へ
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福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
発
行

料
金
の
一
部
を
助
成

　
市
で
は
「
福
祉
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
事
業
」
と
し
て
、
重
度

の
心
身
障
害
の
あ
る
方
が
利
用

さ
れ
た
タ
ク
シ
ー
料
金
の
一
部

を
助
成
す
る
利
用
券
を
、
次
の

と
お
り
発
行
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
24
年
度
の
利
用

券
を
お
持
ち
の
方
は
、
３
月
末

で
期
限
切
れ
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
残
っ
て
い
る
券
は
返
却
く

　
４
月
１
日
（
月
）
か
ら
、
現

在
の
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」

が
改
正
さ
れ
、「
障
害
者
総
合

支
援
法
」
と
な
り
ま
す
。
今
回

の
改
正
で
は
、
障
害
者
の
定
義

に
「
難
病
等
」
が
加
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
疾
状
の
変
動

な
ど
に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳

の
取
得
が
で
き
な
い
難
病
患
者

の
方
も
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た

「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

居
宅
介
護
や
相
談
支
援
、
補
装

具・地
域
生
活
支
援
事
業
な
ど
、

障
害
児
に
つ
い
て
は
通
所
支
援

だ
さ
い
。

■
対
象　

市
内
に
住
所
が
あ

り
、
次
に
該
当
す
る
方

▽
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
の

程
度
が
１
級
ま
た
は
２
級
の
方

▽
療
育
手
帳
の
障
害
の
程
度
が 

Ⓐ
ま
た
は
Ａ
の
方

■
助
成
（
利
用
券
）　

福
祉
タ

ク
シ
ー
（
市
内
の
タ
ク
シ
ー
）

料
金
の
う
ち
最
高
６
０
０
円
ま

で
助
成
。
利
用
券
は
対
象
者
１

人
に
つ
き
、
月
２
回
以
内
で
年

間
24
回
ま
で

■
手
続
き
会
場　
そ
れ
ぞ
れ
の

手
帳
と
平
成
24
年
度
分
の
利
用

券
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
福
祉
課
ま
た

は
、
市
役
所
１
階
総
合
窓
口
、

天
津
小
湊
支
所
、
吉
尾・江
見・

小
湊
出
張
所
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
鴨
川
前
原・東
条・

鴨
川
田
原
・
長
狭
・
金
束
・
太

海
・
曽
呂
郵
便
局
で
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い

■
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
〔
☎

（
７
０
９
３
）
７
１
１
２
〕
へ

な
ど
を
い
い
ま
す
。

　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
い
方
は
、対
象
と
な
る「
難

病
等
」
に
罹
患
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
証
明
書
（
診
断
書
ま

た
は
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

な
ど
）
を
持
参
の
う
え
、
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
の
福
祉
課
へ
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
難
病
の
種
類
な
ど
、
詳
し

く
は
同
課
〔
☎
（
７
０
９
３
）

７
１
１
２
〕
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

４月１日～

低
体
重
児
の
届
け
出
、

未
熟
児
養
育
医
療
の
申
請
、

育
成
医
療
の
申
請
は

難病患者の方も
「障害福祉サービス」が
 受けられます

４月１日～「障害者総合支援法」が施行

　
４
月
１
日
（
月
）
か
ら
、
低

体
重
児
の
届
け
出
の
受
理
と
、

未
熟
児
の
養
育
医
療
の
給
付
、

育
成
医
療
の
届
け
出
の
受
理

が
、
県
の
保
健
所
か
ら
市
町
村

へ
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

■
低
体
重
児
の
出
生
届　

　
今
年
４
月
１
日
以
降
に
生
ま

れ
た
お
子
さ
ん
で
、
出
生
時
の

体
重
が
２
５
０
０
㌘
未
満
の
場

合
、
保
護
者
の
方
は
市
役
所
へ

の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
母
子

健
康
手
帳
・
別
冊
１
に
添
付
さ

れ
て
い
る
出
生
通
知
書
（
今

年
３
月
31
日
以
前
に
配
付
し

た
母
子
健
康
手
帳
で
は
別
冊

２
の
「
低
体
重
児
出
生
届
」）

を
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
健

康
推
進
課
〔
☎
（
７
０
９
３
）

７
１
１
１
〕
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
未
熟
児
の
養
育
医
療
の
給
付

　
未
熟
児
養
育
医
療
は
、
小
さ

く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
諸
機

能
を
得
る
ま
で
に
必
要
な
入
院

医
療
に
か
か
る
費
用
を
、
市
が

支
給
す
る
制
度
で
す
。
出
生
時

の
体
重
が
お
お
む
ね
２
０
０
０

㌘
以
下
で
、
医
師
が
、
入
院
し

て
養
育
を
受
け
る
必
要
が
あ
る

と
認
め
た
赤
ち
ゃ
ん
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

　
申
請
書
類
は
、
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
健
康
推
進
課
で
配

布
し
ま
す
。
医
師
が
発
行
す

る
「
養
育
医
療
意
見
書
」
が
必

要
と
な
る
ほ
か
、
世
帯
の
状
況

に
よ
っ
て
申
請
書
類
が
異
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
同
課
〔
☎

（
７
０
９
３
）
７
１
１
１
〕
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
育
成
医
療
の
届
け
出

　
育
成
医
療
と
は
、
身
体
に
障

害
の
あ
る
児
童
、
ま
た
は
そ
の

ま
ま
放
置
す
る
と
将
来
障
害
を

残
す
と
認
め
ら
れ
る
疾
患
が
あ

る
児
童
が
、
そ
の
障
害
を
除

去
・
軽
減
す
る
効
果
が
期
待
で

き
る
手
術
な
ど
の
治
療
を
行
う

場
合
、
そ
の
医
療
費
の
一
部
を

公
費
負
担
す
る
制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
保
護
者

が
市
内
に
居
住
す
る
18
歳
未
満

の
児
童
で
、
左
記
の
障
害
が
あ

る
か
現
在
の
疾
患
を
放
置
す
る

と
障
害
を
残
す
と
認
め
ら
れ
る

方
で
す
。
詳
し
く
は
、
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
の
福
祉
課
〔
☎

（
７
０
９
３
）
７
１
１
２
〕
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
①
視
覚
障
害
、
②
聴
覚
・
平

衡
機
能
障
害
、
③
音
声・言
語・

そ
し
ゃ
く
機
能
障
害
、
④
肢
体

不
自
由
、
⑤
心
臓
・
腎
臓
・
呼

吸
器
・
膀
胱
・
直
腸
・
小
腸
・

肝
臓
の
機
能
障
害
、
⑥
先
天
性

の
内
臓
の
機
能
障
害
（
⑤
を
除

く
）、
⑦
免
疫
機
能
障
害

ふれあい
センターで
受け付けます
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　 健康推進課
 〔☎（7093）7111〕へ
問

■
対
象
者
　

▽
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

＝
小
学
校
６
年
生
〜
高
校
１
年

生
相
当
の
女
性
（
高
校
２
年
生

相
当
の
方
に
つ
い
て
は
、
昨
年

度
に
１
回
以
上
接
種
を
し
て
い

る
方
に
限
り
、
残
り
の
回
数
を

助
成
。
た
だ
し
、
接
種
間
隔
を

厳
守
の
う
え
、
９
月
30
日
ま
で

今年度も
「無料」で
接種できます

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

に
全
接
種
回
数
を
終
え
て
く
だ

さ
い
）

▽
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
＝
生
後
２
か

月
〜
５
歳
未
満
の
乳
幼
児

■
接
種
費
用　
無
料
（
指
定
医

療
機
関
で
接
種
し
た
場
合
）

■
接
種
の
と
き
の
注
意
点

▽
接
種
を
受
け
る
に
は
、
予
診

票
が
必
要
で
す
。
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
の
健
康
推
進
課
〔
☎

（
７
０
９
３
）
７
１
１
１
〕
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。手
続
き
後
、

医
療
機
関
へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い

▽
接
種
記
録
を
記
載
し
ま
す
の

で
、
母
子
健
康
手
帳
が
必
要
で
す

▽
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

は
、「
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
」
と

「
ガ
ー
ダ
シ
ル
」
の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
。
１
回
目
に
接
種
し

た
ワ
ク
チ
ン
と
同
じ
種
類
の
ワ

ク
チ
ン
を
２
回
目
以
降
も
引
き

続
き
接
種
し
て
く
だ
さ
い

種　　類 接種開始時期 接種
回数

子宮頸がん
予防ワクチン

きょう４月１日以降
（すでに接種を開始
している方は、接種
間隔を必ず守って
ください）

３回

ヒブワクチン

生後２か月～
７か月未満 ４回

生後７か月～
1歳未満 ３回

１歳～５歳未満 １回

小児用
肺炎球菌
ワクチン

生後２か月～
７か月未満 ４回

生後７か月～
１歳未満 ３回

１歳～２歳未満 ２回
２歳～５歳未満 １回

女性のがん集団検診
乳 が ん 検 診 子 宮 が ん 検 診

対象者 40歳以上の女性 20歳以上の女性

日 程 ４月18日（木）・19日（金）
・22日（月） ４月18日（木）・19日（金）

内 容 乳房エックス線撮影
（マンモグラフィ） 子宮頚部細胞診

自 己
負 担

各７００円
（子宮体部検診の必要な方は800円追加）

■場　　所　ふれあいセンター
■受付時間　午前９時～10時40分、午後１時～２時40分
■申し込み　検診を希望する方で申し込みが済んでいない
方は、４月12日（金）までにふれあいセンターの健康推
進課〔☎（7093）7111〕へご連絡ください（乳がん検診
は、時間を設定させていただきます）。申し込まれた方に
は、詳しい案内や受診票を送付します
※ふれあいセンターから送迎バスを運行します

献血にご協力を
期　日 時　間 場　所

4月15日（月） 午前10時～11時45分 天津小湊支所

※献血カードをお持ちください

３歳児の健康診査
期　日 時　間 場　所

５月７日（火） 平成21年10月１日～
11月30日生まれの幼児 ふれあいセンター

受付時間　午後1時～１時30分

◎毎日24時間体制で受付（救急当番医ではありません）
亀田総合病院　☎（7092）2211（内・外・小児・産・耳
鼻・眼科）　

休日の救急医療機関・救急薬局〔4月〕
期　日 病院名 薬　局　名

７日（日）
東条病院
(内・外科）

☎（7092）1207

鴨川鈴薬局
（広場）

☎（7093）7087

14日（日）
21日（日）
28日（日）

安房地域医療センター
(内・外・小児科）
☎0470（25）5111

－

29日
（月・祝）

市立国保病院
（内・外･小児科）
☎（7097）1221

川上回新堂薬局
（南小町）

☎（7097）1133
安川薬局（大川面）
☎（7097）1777
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【 市 民 相 談 室 】
◇毎週火・水・金曜日
　火＝午後1時～6時30分
　水・金＝午前9時～午後3時30分
○市役所1階市民相談室
　〔☎（7093）7852〕
・行政全般についての疑問や要望、意見
など
【 家 庭 児 童 相 談 室 】
◇毎週月・火・木・金曜日
　午前9時～午後4時
○ふれあいセンター
・育児の不安や子どもと家庭の問題な
ど。問い合わせは福祉課〔☎（7093）
7112〕へ
【 人 権 ・行 政 相 談 】
◇４月18日(木)午前10時～午後３時
○市役所７階会議室
　〔☎（7093）7827〕
・人権問題や市役所の仕事など。当日は
電話相談も受け付けます。問い合わ
せは、総務課秘書広報室〔☎（7093）
7827〕へ
【公証人の遺言などの相談会】
◇４月23日（火）午後１時～４時
○市役所４階会議室
・遺言や任意後見、尊厳死宣言、離婚な
どの公正証書作成に関する相談会。申
し込みは館山公証役場〔☎0470（22）
5528〕へ（要予約）
※毎月第4火曜日に開催予定
【 税 の 相 談 】
◇４月16日（火）午前10時～午後３時
○税理士会館山支部（館山市）
・所得税や相続税など、税に関する相談
を税理士が受付。申し込みは事前に同
支部〔☎0470（23）4132〕へ
【クレジットサラ金相談】
◇毎週水曜日　午後１時20分～４時20
分（祝祭日は休み）
○鴨川市商工会３階
・借金問題でお困りの方を対象に弁護士が
相談を受付。相談は初回のみ無料。相
談を希望する方は、事前に鴨川法律相
談センター〔☎043（227）8972〕へ

【高齢者・障がい者のための電話法律相談】
◇毎週月曜日　午前10時～正午
　（年末年始・お盆・祝祭日を除く）
○〔☎043（227）1800〕
・法律問題にお困りの65歳以上の方や障
害のある方、またその支援者の方を対
象に弁護士が相談を受付。１人20分程
度。同一内容の相談は年1回限り

　６月１日（土）・２日（日）の２日間にわたり「シーフェスタ 2013 
in Kamogawa」が前原海岸で開催されます。シーフェスタ実行委員会
では、渚のショッピングモールに出店していただける方を次のとおり
募集しています。
■出 店 日　６月１日（土）・２日（日）いずれも午前 10 時～午後５時
■出店場所　前原海岸・フィッシャリーナ鴨川
■出店内容　物販や食品、地場産品など
■出店資格　市内居住者優先（約 40 店舗）
※イベント会場で調理を伴う出店者は、鴨川地域保健センター〔☎（7092）
4511〕の許可が必要となります
■申し込み　４月 25日（木）までに鴨川市漁業協同組合〔ＦＡＸ（7093）
2110・平日午前９時～午後４時〕へファックスで。申込用紙は市役所２
階の観光課にあります

シーフェスタ2０１3シーフェスタ2０１3

　シーフェスタ実行委員会では、活動にご協力いただけるボランティ
アを募集しています。
■活動内容　各種イベントの運営スタッフや海岸美化活動など
◎いずれも詳しくは、シーフェスタ実行委員会事務局の観光課〔☎（7093）
7837〕または、シーフェスタホームページへ　シーフェスタ　検索

平成25年度「青少年海外派遣事業」は中止 
　広報かもがわ３月 1日号で募集した、中・高校生の「青少年海
外派遣事業」については、マニトワック市側の都合により、中
止となりました。平成 26 年度は、同事業を開催する予定です。 
◎詳しくは、市民交流課〔☎（7093）7822〕へ

マニトワック市民と交流しよう！

「ホストファミリー」を募集
　今年は米国マニトワック市と姉妹都市提携 20 周年。友好親善
を目的とした大勢のマニトワック市民が来鴨します。そこで、
国際交流協会では、より多くの皆さんに外国の皆さんとの交流
を深めてもらおうと、ホームステイ受け入れ家庭（ホストファ
ミリー）を募集しています。身近にできる国際交流・ホストファ
ミリーになってみませんか？
■「レイクショアウィンドアンサンブル」（吹奏楽団）の受入
▷期間　６月14日
（金）～ 20 日（木）
〔６泊７日〕
▷年齢層　
20 歳代～ 60 歳代
▷募集家庭数　
10 軒程度
■「市民訪問団」の受入　
▷期間　９月上旬〔５泊６日〕
▷年齢層　20 歳代～ 70 歳代
▷募集家庭数　５軒程度
◎詳しくは、市国際交流協会
〔☎（7093）5931〕へ

「渚のショッピングモール」の出店者を募集

シーフェスタのボランティアを募集
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　このコーナーでは、地域の行事や活動
など、皆さんからの情報をお待ちして
います！提供いただける方は、発行日の
1か月前までに総務課秘書広報室広報
広聴係へご連絡を。

イベント・催し

参加者・会員募集

お知らせ

子育て総合支援センター
赤ちゃんデー

地域の活性化や震災の復興支援に
第19回「自由広場」

日時　４月 16 日（火）午前９時
30分～午後３時 30分
場所　子育て総合支援センター
対象　１歳未満の乳児と保護者
内容　一日中、赤ちゃんがゆった
りと遊べるスペースを用意。午
前 10時 30 分からは「ぴよぴよ
タイム」として絵本の読み聞か
せやふれあい遊び、「産後のママ
の健康管理」についてのお話が
あります。身長・体重も測れます。
予約不要。当日は、１歳未満のお
子さんとその保護者のみのご利
用となります
問い合わせ　子育て総合支援セン
ター〔☎（7093）5001〕また
は、ふれあいセンターの福祉課
〔☎（7093）7112〕へ

日時　４月 20日（土）午前９時～
午後３時・雨天の場合 21日（日）
場所　天津地区の神明神社（境内
と社務所）
内容　フリーマーケット（終日）、
槇しげおリサイタル（11：00～）、
もちつきタイム（11：30 ～）、
ランチタイム（11：30～）、リチュ
アルライブ（12：00 ～）、ミニ
コンサート（13：00 ～）、お楽
しみ抽選会など
問い合わせ　神人和楽会の岡野さん
〔☎（7094）0323〕へ

日時　４月 13日（土）～ 21日（日）
午前９時～午後６時（最終日は
午後３時まで）
場所　みんなみの里（入場は無料）
内容　ステンドグラスを使ったウ
ィンドパネルやシェードランプ、

　かずさジュニアオーケストラで
は結成 15周年を迎え、次のとおり
入団フェア＆演奏会を行います。
日時　４月 21日（日）
　　　午前９時～正午
場所　かずさアカデミアホール（木
更津市）
内容　公開リハーサル（9：00 ～
10：30）や演奏会（11：00～）
など。入場は無料。小学校２年
生から高校３年生までの団員を
募集。初心者歓迎。当日は、楽

開催日　毎月第２土曜日　
　　　　午前 10時～ 11時 30分
場所　中央公民館
内容　書道の基本や楷書・草書な
どを学びましょう。子どもだけ、
大人だけでも参加できます
申し込み　粕谷さん〔☎ 080（54
　13）9957〕へ

　今年の「ジャンボカボチャ大会」
は、９月 16 日（月・祝）にみん
なみの里で、全国大会は９月 22
日（日）に小豆島で開催されます。
カボチャ苗を販売します
　昨年は、全国大会で鴨川市が優
勝・準優勝の快挙を成し遂げまし
た。広く市民皆さんにもジャンボ
カボチャを栽培してもらおうと、
次のとおり苗の販売を行います。
期間　受付＝５月２日（木）まで
（応募多数の場合は先着順）、頒
布＝５月３日（金・祝）～５日
（日・祝）
販売価格　一株 500 円（畑の貸し
出しは＋ 1,500 円）
ジャンボカボチャ栽培講習会
　昨年全国大会の優勝者・上野
貢司氏によるカボチャの栽培講
習会を行います。
日時　５月３日（金・祝）午前
10 時～正午（講習会）、午後１
時～３時（実習）
申し込み　みんなみの里〔☎（70
　99）8055〕へ
※場所は、いずれもみんなみの里

第４回ステンドグラス作品展

かずさジュニアオーケストラ
入団フェア＆演奏会

子どもと大人の書道クラブ

「ジャンボカボチャ」
苗の販売と栽培講習会

器の相談やトレーナとの面談も
問い合わせ　かずさジュニアオーケ
ストラ〔☎0438（25）6272〕へ

　市立図書館では、乳児を対象に、
０歳児向け絵本と絵本バッグを贈呈
しています。「こんにちは赤ちゃん訪
問」や「新生児訪問」でお渡しして
いる、絵本の引換券を持参のうえ、
ご来館ください。
　引換券の有効期限は、
お子さんが満１歳になる
までです。

絵本タイトル
▶「ほわほわさくら」
▶「きょだいなきょだいな」（大型絵本）
◎授乳コーナーもご用意しています

4/11（木）午前10時～10時30分市立図書館

◎詳しくは、市立図書館〔☎（7092）0312〕へ図書つうしん
がダイスキ！

満１歳までに引き換えを

　０歳から３歳児までの乳幼児を対
象に、おひざの上での絵本の読み聞
かせや手遊びタイム、わらべうたな
ど。参加費は無料。

受け取りましたか？

小物など約80点を展示
問い合わせ　アトリエ関口〔☎
0470（47）5004〕へ
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広報取材中に出会った、
「輝いている皆さん」を
紹介します！

観光イベント「鴨川みなとまつり」同時開催
　観光イベント「鴨川みなとまつり」が５月４日（土・祝）・５日（日・
祝）、鴨川漁港周辺を会場に行われます。このイベントは、観光客
の誘致・地域経済の活性化を図るため、鴨川漁港沖合いの厳島神社
弁財天の６０年に１度の大祭「本開帳」に合わせて開催されるもの
です。当日は、ステージショーや鴨川特産品の物産市、海上遊覧船
など多彩な企画が盛りだくさん。
※詳しくは次号の広報誌でお知らせします。問い合わせは、鴨川市
商工会内の鴨川みなとまつり実行委員会〔☎（７０９２）０３２０〕へ。
本開帳に関する問い合わせは、鴨川市漁業協同組合〔☎（７０９３）
２１１１〕へ

60年に１度の鴨川の大祭
厳島神社弁財天の「本開帳」

60年前の「船橋」を
イメージした漁船の係留


